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呼吸器疾患 にお けるNY-198の 臨床的検討

小 花 光 夫 ・富 井 正 邦 ・小 林 芳 夫*・ 藤 森 一 平**

川崎市立川崎病院内科
* 現慶応義塾大学医学部 中央臨床検査部

** 現大口東総合病院内科

新 し く開発 された ピ リドンカルボ ン酸系抗菌剤であ るNY-198を 各種呼吸器感染症 に使用 し,そ の

臨床効果 と副作用 を検討 した。対象 は20例 で男性14例,女 性6例,年 令 は21歳 か ら73歳 までで,平 均

43.7歳 で あった。感染症 の内訳 は急性咽頭炎1例,急 性扁桃炎4例,急 性気管支炎7例,急 性肺炎4

例,オ ウム病1例,慢 性気管支 炎の急性増悪3例 であった。薬剤投与方法 としては原則 としてNY-198

1回200mgを1日3回 経 口投与 した。投与 日数 は5～14日 間,平 均9。1日間で あった。

臨床効果 の判定 にお いて急性 咽頭 炎1例 および急性扁桃 炎4例 ではいずれ も有効,急 性気管支炎7

例で は有 効6例,や や有効1例,急 性肺 炎4例 およびオ ウム病1例 ではいずれ も有効,慢 性気管支炎

の急性増悪3例 では有効2例,や や有効1例 で あ り計20例 中18例 が有効以上で,有 効率 は90.0%で あ

った。起炎菌を同定 しえた5例 では,菌 消失3例,菌 不 変2例 であった。副作用 は20例 中1例 もみ ら

れなか った。本剤投与前後におけ る臨床検 査値 で は肝機能障害 が1例(GOT55→112→181U,GPT

40→92→6IU)で 認 め られ た。

NY-198は1981年,北 陸 製 薬研 究所 に お い て新 し く開

発 され た合 成 ピ リ ドンカル ボ ン酸 系抗 菌剤 で,そ の 抗 菌

力はpipemidic acid (PPA)を は るか に凌 ぎ,norflox-

acin (NFLX), ofloxacin (OFLX)と ほぼ 同 程 度 で あ

る。NY-198の 化 学構 造 式 はFig. 1に 示 した通 りで あ る。

NY-198のin vitroに お け る抗 菌 スペ ク トラ ム は グ ラ

ム陰性 のみ な らず,グ ラム 陽性 菌 に もお よんで お り,さ

らにin vivoで の感 染 防禦 効果 も優 れ て い る1)。

我 々は この よ うな基礎 的 評価 をふ ま え,内 科 領域 の 各

種呼吸 器感染症 にお い て本 剤 の 臨床 的検 討 を行 な っ たの

で,そ の成績 を報 告 す る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対象並びに方法

投与対象は昭和61年1月 から昭和61年11月 までの間

に,川 崎市立川崎病院 内科 に通院 または新入院 した患者

で,男 性14例,女 性6例 の計20例,年 令 は21歳 か ら73歳

にわた り,平 均43.7歳 で あった。

感染症 の内訳 は急性咽頭炎1例,急 性 扁桃 炎4例,急

性気管支炎7例,急 性肺 炎4例,オ ウム病1例,慢 性気

管支炎の急性増悪3例 で あった。

薬剤投与方法 と してはNY-1981回200mg(1例 の

み1回100mg)を1日3回 経 口投 与 した。投与 日数 は5～

14日 間,平 均9.1日 間で投与総量 は1500mgか ら8400mgで

あった。

効果判定は細 菌学的 には菌の消失 をもって有 効 とし,

臨床的 には発熱,喀 痰性状,喀 痰量 などの臨床症 状お よ

び胸部 レン トゲ ン所見,血 沈,CRP,白 血球数な どの検

査所見の改善か ら著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に判定 した。

II 成 績

症例の一覧表 をTable 1に 示 した。

症例1は 急性 咽頭炎症例 で咽頭培養 では常在菌のみ検

出され、起炎菌 を明 らかにす るこ とはで きなかったが,

臨床的 には有効であ った。症例2か ら症例5は 急性扁桃

炎症例で症 例4の みが基礎疾 患 としてアル コール性肝 炎

を有 していた。症例2か ら症例4で は扁桃膿培養 で常在
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Fig. 2. Case 5. Y. Y. 36 y. o. male: Acute

tonsillitis

菌のみ検出さ礼 起炎菌は不明であったが,臨床 的には

有効であった。症例5で は扁桃膿培養にてβ-strepto-

coccusが 検出されたが,本剤投与にて除菌さ礼 細菌学

的にも臨床的にも有効であった。症例6は 急性気管支炎

例で喀痰培養にてHaemopmus influenzaeが検出さ

れたが,本 剤投与にて除菌さ礼 細菌学的にも臨床的に

も有効であった。症例7か ら症例10は同じく急性気管支

炎例で喀痰培養では常在菌のみ検出され,起 炎菌を明ら

かにすることはできなかったが,臨 床的にはいずれも有

効であった。症例11は気管支拡張症を基礎疾患として有

する気管支炎例で起炎菌は不明であったが,本 剤投与後

の喀痰培養でStreptococcus pneumoniaeが 検出され,

菌交代をみた。臨床的には解熱,咳 嗽の消失,膿 性痰の

改善をみたため有効と判定された。症例12はやはり急性

気管支炎例で喀痰培養にてSpneumoniaeが 検出され

たが本剤投与にても除菌されず,細 菌学的効果は無効で

あった。臨床症状では膿性痰は改善したが咳嗽が持続し

て臨床的にはやや有効と判定された。症例13から症例16

は急性肺炎症例で基礎疾患として症例13が陳旧性結核

を,症例14が糖尿病,脳 血栓後遺症を有していた。喀痰

あるいは咽頭粘液培養では常在菌のみ検出さ礼 起炎菌

を明らかにすることはできなかったが,臨 床的にはいず

れも有効であった。症例17はペアー血清におけるオウム

病CF抗 体価が4倍 以下から32倍まで上昇を認め,オ ウ

ム病と診断さ礼 臨床的には解熱 胸部レ線陰影の消失

をみて有効と判定された。症例18は気管支喘息を伴なっ

た慢性気管支炎の急性増悪症例で基礎疾患として高血圧

を有していた。喀痰培養ではβ-streptococcusが検出さ

れたが,本 剤投与で除菌さ礼 細菌学的にも臨床的にも

有効であった。症例19は慢性気管支炎の急性増悪症例で

喀痰培養ではPseudomonas aeruginosaが検出された

が本剤投与にても除菌されず,細 菌学的には無効であっ

た。しかし,臨床的には解熱,咳 嗽の減少を認め有効と

判定された。症例20は慢性気管支炎の急性増悪症例で喀

痰培養では常在菌のみ検出さ礼 起炎菌を明らかにする

Fig. 3. Case 14. N. J. 59 y. o. male: Acute

pneumonia
(DM, Old cerebral infarction)

こ とはで きなかった。臨床症状では咳噺,喀 痰はやや改

善 した にとどまり,微 熱 も出没 して臨床 的にはやや有効

と判定 された。

臨床効果の判 定において急性咽頭炎1例,急 性扁桃炎

4例,急 性気管支 炎7例,急 性肺炎4例,オ ウム病1例,

慢性 気管支 炎の急性 増悪3例 の計20例 の臨床的評価で

は有効18例,や や有効2例 で あ り有効率は90.0%で あっ

た。起炎菌 を同定 しえた5例 での細菌学的効果 としては

菌消失3例,菌 不 変2例 であった。

代表的 な症例 を2例 示 す。

症例5:Y.Y.36歳 男(急 性扁桃 炎)

昭和61年8月27日 よ り発熱,咽 頭痛 が出現 し,8月29

日当院受診。扁桃腫大,発 赤,扁 桃膿栓 を認め,急 性扁

桃 炎 と診断 された。

NY-1981回200mg,1日3回 経 口投与で3日 後に解熱

し,咽 頭痛 も4日 目に消失 し,有 効 と判定 された。扁桃

膿培養 では β-streptococcusが 検出 されたが,本剤投与

にて除菌 された(Fig. 2)。

症例14:N.J.59歳 男(急 性肺炎)

昭和61年9月13日 より39℃ 台の発熱が出現 し,9月14

日当院受診。胸部 レ線 上で右下肺野に浸潤影 を認め急性

肺炎 と診断 された。咽頭粘液培養では常在菌のみ検出さ

れ,起 炎菌 を明 らかにす ることはで きなかったが,本 剤

1回200mg,1日3回 経 口投与で2日 目に解熱 し,14日後

の胸部 レ線 では浸 潤影 も消失 して有 効 と判 定 された

(Fig. 3)。

III 副作用 と臨床検 査値異 常

本剤 投与中 に本剤 による と思 われ る副作 用 は20例 中

1例 にもみ られなか った。

本剤投与前後 に施行 した末梢血,肝 機 能,腎 機能など

の臨床検 査値 はTable 2に 示 した とお りである。症例4
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では本剤投与3日 後 にGOT, GPT値 の上昇(GOT 55

→112 IU, GPT 40→92 1U)が み られたが,本 例 投与

終了4日 後 にはGOT, GPTと も正常化 していた。本例

はアル コール性肝炎 を有 していたため,GOT, GPT値

の上昇が本剤 と関連 した ものであるか否か は不明であ る。

考 案

NY/198は 殺菌的 に作用す る経口用合成抗菌剤 であ り,

これ までの基 礎 的検 討 か らStaphylococcus aureus,

Escherichia coil, Klebsiella, Enterobacter,

Proteus, Serratia, Haemophilus influenzae など嫌気

性菌 を含むグラム陽 性菌,グ ラム陰性菌 に良好 な抗菌活

性を有 してい る1)ことが知 られてい る。

今回,我 々はこの ような基礎 的評価 をふ まえた上で,

NY-198を 急性咽頭炎1例,急 性扁桃 炎4例,急 性気管支

炎7例,急 性肺 炎4例,オ ウム病1例,慢 性気管支炎の

急性増悪3例,計20例 の各種呼 吸器感染症 に投与 して,

その結果90.0%と いう高い有効率 を得 た。この ことは本

剤が経 口剤 であ るために,投 与症例が全 て軽症 または中

等症であ ったこ とを考慮 して も,優 れた臨床 効果 を有 す

る薬剤であった といえる。

また,症 例数 は少 ない ものの全例 で副作用 の発現 を認

めなかった。本剤投与 中にお ける臨床検査 値の異常 とし

てはGOT, GPT値 の軽度の一過性上昇 が1例 でみられ

たが,本 例 はNY-198投 与前 よ りGOT, GPT値 とも正

常 よ り高 く,し か も前述の ようにアル コール 性肝炎 を有

していたため,本 例 におけるGOT,GPT値 の上昇が本

剤 と関連 した もの とは断定で きない。

以上 よ り,NY-198は 内科領域の呼吸器感染症 におい

て十分有用 と考 えら才し 今後更 なる検討 に値す る抗 菌剤

である と思われた。
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A new antibiotic, NY-198, was administered for 5-14 days at daily doses of 300-600mg to 20 patients, with
acute pharyngitis (1), acute tonsillitis (4), acute bronchitis (7), acute pneumonia (4), psittacosis (1) and acute
exacerbation of chronic bronchitis (3).

The clinical effects were good in 18 cases and poor in two. The total efficacy rate was 90.0%
No side-effects were observed in any of these patients. Laboratory findings revealed slight elevation of s-GOT

and s-GPT in one patient with alcoholic hepatitis.


